


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．防除対策 

（1）補植用の置き苗は発生源となりますので、速やかに取り除いてください（図１）。 

（2）圃場を見回り、早期発見、早期防除に努めましょう。 

（3）葉いもちが発生しているほ場では、出穂前に防除を徹底しましょう。 

（4）雨天が続いた場合は、天気予報を参考にしながら、雨の合間を見計らって防除を行いましょう。 

（5）県内でも QoI剤（ストロビルリン系殺菌剤）耐性イネいもち病菌が確認されています（平成 28年病害虫

防除技術情報第 8号）。QoI剤を使用したにもかかわらず、発病が抑えられない場合は、病害虫防除所

等、関係団体にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬はラベルの表示を確認して、正しく使用してください。 

 

図１．ほ場に残された置き苗 （2017年 6月 28日撮影） 


